

























(STM)を用い、n = 11 - 17のアルキル長鎖が導入された分子の測定を行った。 
【実験】 
1. HATCNOC2 と TMPPDA による電荷移動錯体の合成：窒素雰囲気下で、




















図 1 HATCNOCnの構造 
構造を形成することが明らかになった
(図 2)。この系ではアクセプター分子と






キ ン グ エ ネ ル ギ ー EA-A-stack は
38.0 kcal mol-1 、
{(HATCNOC2)2-TMPPDA}トリマー内
の HATCNOC2-TMPPDA 間の π スタッキングエネルギーEA-D-stack は -25.0 




2. STM結果より、アルキル鎖が n = 12, 14, 16の場合では、広範囲で周期構造を
















図 2 HATCNOC2とTMPPDAによる 
電荷移動錯体の結晶構造 
